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１．⻑期エネルギー需給⾒通しにおける⾼効率温⽔機器の導⼊・普及⾒通し

 ⻑期エネルギー需給⾒通し（2015年7⽉閣議決定）では、⾼効率温⽔機器を2030年度まで
に温⽔機器全体の約９割とする導⼊・普及⾒通しが掲げられており、そのうち、潜熱回収型温⽔
機器については、2,700万台の⾒通しとしている。

⾼効率温⽔機器の導⼊普及⾒通し
(省エネ量268.6万kL)

省エネルギー対策名 2012年度までの
導⼊実績

導⼊・普及⾒通し
2030年度

潜熱回収型温⽔機器
（エコジョーズ・エコフィール） 340万台 2700万台

CO2冷媒HP給湯機
（エコキュート） 400万台 1400万台

燃料電池 5.5万台 530万台

出所）資源エネルギー庁、「⻑期エネルギー需給⾒通し関連資料」（2015）

潜熱回収型温⽔機器の出荷台数の推移

出所）⽇本ガス⽯油機器⼯業会
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（参考）「従来型温⽔機器」と「潜熱回収型温⽔機器」①
 潜熱回収型温⽔機器は熱交換器を２つ設置し、⼀次熱交換器の加熱で発⽣した燃焼ガスを
⼆次熱交換器で再利⽤することで従来型温⽔機器と⽐較して熱効率を向上。

出所）⽇本ガス⽯油機器⼯業会

構造の違い

※給湯⽤（区分D、O）︓2009年度モード効率、
暖房⽤（区分Q）︓2016年度定格効率）

各区分における熱効率の分布

出所）⽇本ガス⽯油機器⼯業会提供データより作成



（参考）「従来型温⽔機器」と「潜熱回収型温⽔機器」②
 平均的な従来型温⽔機器と潜熱回収型温⽔機器とではエネルギー消費効率が約12％ポイント
異なる。

 このためJISにおける標準使⽤モードによるガスふろがま（給湯付のもの）の年間の都市ガス消費
量は約63m3/年の差が⽣じる。
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- 年間都市ガス消費量︓JIS標準使⽤モード（家庭⽤ガス・⽯油温⽔機器のモード効率測定法）の給湯器
付きふろがまの給湯負荷（⾃動保温機能あり/なしの単純平均）に基づき推計
なお、都市ガスの発熱量は⼩売表⽰検討会報告書に基づき46.05MJ/m3と設定

- 定格エネルギー消費効率︓省エネカタログ（2017冬）より経済産業省作成

出所）経済産業省作成

都市ガス消費量の違い



２．潜熱回収型温⽔機器の導⼊課題
 潜熱回収型温⽔機器の導⼊時には、ドレン排⽔の対応のため以下のような課題が存在する。

主な課題

既築 • 既築の温⽔機器更新の際には、ドレン排⽔の対応のため、追加⼯事が必要
となる場合、若しくは設置不可能な場合がある。

集合

• 集合物件の場合、ドレン排⽔の対応のため、追加⼯事が必要となる場合、
若しくは設置不可能な場合がある。

• また、設置環境によっては、低温排気ガスの滞留への配慮が必要となる。
• 個別に導⼊するためには、集合住宅の共⽤部において⼯事が必要な場合に
マンション管理組合等の関係者との調整が必要となる場合がある。
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（参考）ドレン排⽔の対応の例
 潜熱回収型温⽔機器は燃焼ガスの熱の利⽤によりエネルギー消費効率を⾼めるものであり、運転時にドレン

排⽔が発⽣する。

 対応の⽅法として、雑排⽔⽴て管接続、ドレン専⽤⽴て管接続がある。また、専⽤排⽔管を必要としないドレ
ン排⽔⽅式として三本管⽅式、三⽅弁⽅式が存在する。

 なお、平成24年3⽉の国⼟交通省の通知⽂書「潜熱回収型ガス給湯器等ドレン排⽔の取扱いについて」に
より、各⾃治体個別の判断で⾬⽔として取り扱うことも可能となった。
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出所) (⼀社)⽇本ガス協会WEB
サイト エコジョーズ ドレン配管の施
⼯事例のイラストを加⼯
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（参考）「潜熱回収型ガス給湯器等ドレン排⽔の取扱いについて」
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出所:国⼟交通省下⽔道部下⽔道企画課課⻑通知（平成24年3⽉28⽇）
潜熱回収型ガス給湯器等ドレン排⽔の取扱いについて


